
2011年東北地方太平洋沖地震津波に関する合同現地調査の報告 

 

東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ 

 

１．はじめに 

 2011年 3月 11日午後 2時 46分頃（日本時間），三陸沖 130km付近において，マグニ

チュード 9.0の巨大地震が発生した．震源は北緯 38.1度，東経 142.9度，深さは 24km

であり，震源域は長さ約 450km，幅約 200km，すべり量は最大で 20〜30m 程度におよぶ

と考えられる 1)．この地震により引き起こされた津波は我が国の太平洋沿岸の広い範囲

に来襲し，特に岩手県や宮城県，福島県を中心とした東日本において甚大な被害を発生

させた．7月 14日現在で判明している被害は死者 16,011人，行方不明者 5,242人 2)で

あり，そのほとんどが津波によるものと考えられる． 

 被災地の復興計画や将来的な防災計画，また他地域での津波防災の再検討に資するこ

とを目的として，北海道から沖縄県に至る広い範囲において津波に関する現地調査を実

施した． 

 

２．津波に関する現地調査の概要 

 災害調査において最も重要となるのは被災地に入る時期である 3)．調査開始が遅くな

ると津波の痕跡が消失するとともに目撃者の記憶も曖昧となる．しかし，早過ぎると救

出・救援活動の妨げとなる危険性が高くなる．そのため，被災地において調査を開始す

る時期は，現地の状況を踏まえて総合的に判断しなくてはならない．今回の津波災害に

おいては，比較的被害の小さかった北海道や西日本などの地域では警報解除後から現地

調査を開始したが，岩手県や宮城県，福島県においては現地調査の自粛が必要であった． 

 また，各研究者が独立して現地調査を実施すると，被害が甚大だった地域や被災形態

に特徴がある地域に集中する傾向があり，救出・救援活動の妨げになる危険性がある．

さらに，津波災害の全体像を把握するためには，被害の大小に関わらずに広い範囲で外

力の分布をつかむことが重要となる．そこで，被災地への負担を最小限にしながら，効

果的に調査結果を得るため，合同調査グループを結成して調査地域や期間，人数などに

ついて調整を行いながら現地調査を実施した．そして，各調査者の予定や調査結果につ

いてはメーリングリストとホームページにおいて逐次公開し，グループ内の情報共有を

行なった 4)． 

 合同調査グループには大学や研究機関，民間企業，行政などから 64 組織，299 名が

参加している．また，所属している学会も土木学会や地球惑星科学連合など多岐に及ん



でおり，様々な専門分野の協力のもとに現地調査は実施されている． 

 なお，岩手県と宮城県においては現地調査の自粛を行っていたが，東北地方の研究者

を中心とした先遣隊が調査開始可能時期や地域などに関する情報収集を行い，3 月 25

日から第１期チームが現地調査を開始した．ただし，第１期チームおよび第２期チーム

は災害調査の経験が豊富な研究者のみで小規模に構成し，調査期間は最長でも１週間ま

でとし，被災地への負担に配慮して現地調査を開始した． 

 

３．現地調査結果と考察 

 各地の津波の高さに関する調査結果を図-1 に示す．津波の高さは遡上高と浸水高に

分類されており，いずれも平常潮位からの高さで表してある．東日本の太平洋沿岸の広

い範囲に 5m に達する津波が来襲しているが，特に岩手県と宮城県，福島県では 10m を

超えており，多くの死者・行方不明者を出した地域（岩手県で 7,203人，宮城県で 12,020

人，福島県で 1,958 人 2)であり，それぞれ全体の 33.9％，56.6％，9.2％）と一致して

いる．また，北緯 38 度付近の岩手県单部を境界として，それより北部のリアス式海岸

では 30m超えるような巨大津波が来襲している．一方，单部の平野部では 10m程度とな

っているが，海岸から数 km 内陸にまで津波は侵入しており，広域に浸水被害を発生さ

せている． 

 図-2には，1896年に発生した明治三陸地震津波と 1933年に発生した昭和三陸地震津

波による津波高 5)との比較を示す．全体的には今回の津波の方がいずれの三陸津波より

も高くなっているが，北部では明治三陸津波の方が高い場所もある．一方，单部では今

回の津波が明治および昭和の三陸津波を大きく超えており，被害を拡大した原因になっ

たと考えられる． 

 

 



 

図-1 東北地方太平洋沖地震津波の遡上高および浸水高の調査結果 

 



 

図-2 2011年東北地方太平洋沖地震津波，1896年明治三陸地震津波，1933年昭和三陸

地震津波，1960年チリ地震津波の比較 

 

４．合同調査グループの報告会 

 震災から約 4 ヶ月たった 7 月 16 日に合同調査グループとしての報告会を大阪で開催

した．報告会においては，まず合同調査全体の概要が説明された後，前半で各地域の調

査結果，後半では各学会および各機関の視点やアプローチからの調査・解析結果につい

て 22名の方から報告が行われた．参加者は 287名で，合同調査グループのメンバー以

外にも多くの方々に参加いただいた． 



 報告会の予稿集 6)および発表者のスライドの一部は合同調査グループの情報共有用

サイト 4)からダウンロードが可能である． 

 

５．おわりに 

 東北地方太平洋沖地震に伴う津波に関する現地調査を合同調査グループにより実施

した．本報では，特に被害の大きかった地域における津波外力の分布を示し，その特徴

や被害が拡大した原因について考察した． 

 合同調査グループにより調査されたデータは統一的な潮位補正が行われており，デー

タセットは情報共有用サイト 4)からダウンロードが可能である．合同調査グループの調

査結果が被災地の復興計画や防災計画，その他の地域での津波防災の再検討に資するこ

とができれば幸いである． 
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